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今日までの動き・取り巻く環境等
　1956年、水道工事・配管工事を行う
水道工事業者６名で任意団体を結成、そ
の後1964年に協同組合が設立された。
共同購買事業を拡大させ2001年には37
社までに拡大したが、公認業者制度廃止
や競争激化による廃業・後継者不足等厳
しい環境変化の中、現在は22社が加入
している。
　こうした中、2011年に官公需適格組
合証明を受け、市民に対する安定的な水
道修繕業務を実現するとともに、上下水
道局、市役所より信頼される組合となる
ことを目的に取得した。

組合事業（官公需）の内容
　四日市市上下水道局から給水装置の維
持管理業務を受託し、四日市市の住宅課
からは市営住宅、市街地公園課からは公
園の施設、教育施設課からは学校などの
給排水設備の修繕を中心に業務を行って
いる。市民から直接の修理依頼も多い。
また、給排水設備の材料を共同購買事

業・交通警備等共同発注業務を行ってい
る。
　上下水道局発注の修繕業務では、交通
警備を手配する必要があり、当組合を通
じて年間契約をしている。組合員が事業
ごとに個々に交通警備を依頼するより、
組合がまとめて依頼するほうが交渉条件
は良くなるためであり、組合のメリット
を活かした取組みといえる。

強み・セールスポイント、地域との関わ
り・社会貢献等への対応
　組合員が四日市市全域に点在してお
り、有事の際に迅速に対応できる。すな
わち組合のメリットを活用し、四日市市
内における迅速かつきめ細やかな対応が
実現できている。
　また、組合内に修理班を設けているの
も特徴のひとつである。四日市市上下水
道局との2000年に災害応援協定の締結
による高度な地域密着の体制づくりを行
い、市内には災害用の緊急貯水槽が
13ヵ所あるため、毎年１ヵ所ずつ上下

市民のライフラインを支える街の水道屋さん集団

～四日市市指定上下水道工事業者協同組合～

防災訓練緊急用貯水槽点検
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水道局と組合員全社で現地に出向き、正
常に使用できるか確認している。
　加えて、毎年秋には四日市市主催防災
訓練において、訓練の一部として給水管
の復旧作業を実演する活動を展開してい
る。

官公需共同受注に向けた工夫（運営方法
（配分含む）等）と事業実施成果
　官公需適格組合証明を受けていること
で、組合の信用力創造を果たしている。
さらに組合として建設業許可・上下水道
局から指定工事店の認証を取得してい
る。
　受注の配分方法については、組合の内
部で調整しながら四日市市上下水道局か
らの業務を受注した段階で、組合員に希
望を募り割り振っている。例えば修繕工
事では、四日市市内で担当エリアを３ブ
ロックに分けており、修繕対応が可能な
事業者に声掛けをし、修繕業務発生時
に、発生したブロック内で対応できる事
業者に依頼する。ブロック内で対応が難
しい場合は他のブロックに応援を要請し
ている。

発注機関等へのアプローチの方法
　発注元は四日市市上下水道局となるた
め、水道局の人事異動などの際には役員
全員で訪問するなど、組合一丸体制をア
ピールしている。また、官公需適格組合

について理解を深めてもらうよう、管理
者への丁寧な説明を行っている。
　上下水道修繕は学校や公共施設なども
多く、信頼関係のある事業者として組合
への依頼が多い。特に少額の発注案件
は、信頼の高い事業者による迅速かつ確
実な対応が望まれるため、優位にあると
考えられる。

今後の展開・目標
　組合の中には、小規模事業者から土木
建設業を担える規模の大きな事業者まで
様々な規模の事業者が加入している。小
規模事業者ほど、修繕業務中心となるた
め、当組合が、官公需適格組合であるこ
とを強力にPRし、安定した受注を継続
させていくこととしている。
　また、管工事については、設計を含め
た工事との一括発注方式が検討されてい
ることもあり、対応を検討していくこと
としている。
　これまで四日市市内では、大きな災害
に見舞われることはなかったものの、頻
発する自然災害を踏まえ、四日市市上下
水道局と締結している災害防止協定につ
いて、実際に被災した時の具体的な対応
について検討していくこととしている。
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（�全国中小企業団体中央会発刊:事業協
同組合における官公需共同受注成功
事例（令和元年度官公需受注促進事
業報告書）より転載）


